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⽴命館⼤学のキャンパス構成
・キャンパスの配置

4キャンパス（京都 朱雀・⾐笠、びわこくさつ、⼤阪茨⽊）
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学⽣部の組織構成

学⽣部

学⽣オフィス スポーツ強化
オフィス 保健課

⾐笠
学⽣オフィス

OIC
学⽣オフィス

BKC
学⽣オフィス

障害学⽣⽀援室 (DRC)

学⽣サポートルーム（SSR）

【⽀援コーディネーター】
⾝体：2名
精神・発達：3名
【資格】
臨床⼼理⼠、学校⼼理⼠
ソーシャルワーカーなど
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障害学⽣⽀援室の概要
・障害学⽣⽀援室⻑（学⽣部⻑）
・障害学⽣⽀援室副室⻑（教学部⻑）
・障害学⽣⽀援室委員（学⽣部副部⻑、学⽣部次⻑、

キャリアセンター部⻑、保健センター医師）

・障害学⽣⽀援アドバイザー
（教員7名：⼼理・福祉・教育・医療領域が中⼼）

・⽀援コーディネーター（精神・発達部⾨：3⼈）
（⾝体部⾨：2⼈）

☆所管の
会議体

⽀援室会議
⽀援委員会
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特別なニーズのある学⽣への⽀援

• ⽀援の根拠を確定診断に求めるのではない

• 学⽣本⼈や周囲の教員等の「困り感」から⽀援
がスタート

• 発達特性（凸凹→メリハリ）があるタイプ

⇒環境（社会）との関係の中で苦⼿さが

顕著になったり、個性にとどまったりする。
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課題の整理

学⽣⽣活⽀援 正課・学修⽀援

学外専⾨機関
連携⽀援

キャリア・就労⽀援
できること

今、できないこと
⽀援、⼯夫やコツ

をつかんで
補完できること

特性の整理
ライフスキル

カウンセリング
医療⇒診断

合理的配慮の相談
履修・学習相談

初年次教育
リメディアル⽀援

⼀般就労・障害枠就労
⾃⼰分析

企業分析・マッチング
医療・福祉・就労⽀援機関
発達障害者⽀援センター
精神保健福祉センター

コーディネーターの役割

対話



困り感を起点とした⽀援のサイクル
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困り感・気付き
Troubled feelings 
and awareness

困り感の⾔語化

Verbalization

相談

Counseling

チャレンジ・試⾏錯誤

Trial and error

⾃⼰理解と環境理解

Self-awareness

Understanding of 

environment
学⽣

Student
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就労⽀援メニュー
学内
☆コンサルテーション
・キャリアオフィスとの連携、役割分担
・ゼミ担当教員や学部との連携
☆個別⾯談
・進路について、特性について、学⽣⽣活

との調整
☆グループ⽀援(⾃助グループ、ランチフリーＭ)
・キャリア考察、企業⾒学、⾃⼰理解について

学外との連携
・『就活プランニングアワー』
・就労⽀援事業所のメニュー利⽤
（通所やインターンシップなど）
・新卒ハローワーク、就労移⾏⽀援事業所

等との連携
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多様なプログラムの利⽤

• 体験型
• ⾃⼰認知のプロセス
• ピアの視点
• 学業との両⽴
• Choice making
• 納得というキーワード
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Plan
⽬標設定・⾏動計画

Plan
⽬標設定・⾏動計画

Do
試⾏錯誤

Do
試⾏錯誤

Check
振り返り・評価

Check
振り返り・評価

Action
⾃⼰選択・決定

Action
⾃⼰選択・決定

個への支援

・定期的に学部との懇談を実施
・主に直接⽀援ケースでは

専⾨部署とタイムリーにやりとり

PDCAサイクル

個別⽀援から連携、ネットワークへ

集合体への⽀援

学外機関との連携 学外機関や企業との連携

情報
蓄積



 病気や障害の診断では、ネガティブな特性に
注⽬するが、強みや才能への気づき・発⾒と
いう視点で考えると、ポジティブな特性に改
めて注⽬できる。

 そもそも発達障害、ＬＧＢＴ、留学⽣など

特別なニーズとは
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まとめ

• 特性として捉える、⾃⼰理解
• 成⻑⽀援モデル
• 本⼈やご家族の納得
• ライフステージを⾒据えて
• 学び、成⻑し合える学外連携
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